
事務局
〒514-8553  津市桜橋2丁目96番地 三重県自治会館内 三重県国民健康保険団体連合会 保健介護福祉課健康づくり係
　　　　　 TEL　059ー228ー9153　　FAX　059ー228ー5319
　　　　E-mail hokenkaigo@kokuhoren-mie.or.jp　　https://www.kokuhoren-mie.or.jp/

ひまわりの会は、研修会の開催や国保連合会が行う県内各市町保険者への保健事
業支援に協力しています。
お近くに在宅で活動してみえる方や、退職された方がいらっしゃ
いましたら、ぜひお誘いください。お問い合わせや、ご入会希望の
方は事務局（国保連合会保健介護福祉課健康づくり係）までお知ら
せください。
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令和７年度
三重県在宅保健師の会（ひまわりの会）
総会・第１回研修会のご案内

日　時：令和７年4月23日（水）
　　　　13：15～15：30
場　所：三重県自治会館４階 第２・３研修室
　　　　（津市桜橋２丁目９６番地）
内　容：総会、講演

※詳細は別途案内文書を送付しますので、是非ご参加ください
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　令和６年度実施の事業には、多くの会員の方にご支援いただき、誠にありがとうござい
ました。来年度は、次のとおり保健事業を予定しております。どうぞご協力の程よろしく
お願いいたします。

健康まつり
イベント支援事業

三重県在宅保健師の会を活用した支援

特定健診等
受診促進事業

高齢者の保健事業と
介護予防の

一体的実施支援事業

令和７年度国保連合会事業にご協力を！
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令和6年9月25日（水）、伊勢市防災センターにて視察研修を実施し、9名の会員に参加して
いただきました。

視察研修では、大変貴重な内容について職員
より丁寧な説明をしていただきました。　
防災センターの3階は各ゾーンごとに分かれて
いて、マップの検索や映像、消火や煙の中の避
難を体験しました。
映像では、東南海トラフ巨大地震、東北の地
震・津波被害の状況を見たとき、夫と阪神大震
災のボランティアに行ったときの波打った道路・
ビルの倒壊・火災の後などが浮かび胸が苦しく
なりました。
消火器の初期消火体験では、まず「火事だー」
と叫び、消火器のピンを外し、ノズルを向けて
レバーを握って消火すること、また、煙・暗闇
の中での避難体験では、方向が分からず難し

かったです。
車が水に浸かった時の避難では、後輪が浮くと

ドアが開けやすくなること、ドアガラスを割るには
ヘッドレストを引き抜き、割る方法を学びました。
避難するときの持ち物の重さは男性の場合15
㎏以下、女性は10㎏以下位がよいと聞き、さっ
そく我が家の避難用リュックを計ると10㎏と7
㎏でした。家具等の固定は市の補助を使い冷蔵
庫、テレビも固定をしています。
家は、海抜2～3メートルの場所で地震や津
波、川の氾濫が心配です。備えをしっかりし、
学んだことを地域の方にも伝えたいと思います。
ありがとうございました。

和田　憲子　

視察研修では、10種に及ぶ体験学習をさせ
て頂き、火事・水害・地震と多面的に防災の知
識を学ぶことが出来ました。
中でも、煙が充満する真っ暗な部屋での避難
体験は、貴重な経験となりました。迷路あり段
差ありで、一種のゲームのような楽しさもありつ
つ、実際の火事現場はこんな感じなのか、とい
うリアリティに背筋をゾクッとさせられました。

煙を吸わないよう、低い姿勢で逃げるのが正し
い避難方法ですが、実際にそのような部屋に放
り込まれると、手探りで転ばないように歩くだけ
で必死でした。
また、消防署の仕事現場や免震構造を見学出
来たのも、視察研修ならではの学びでした。

津田　真理　

令和６年度 視察研修

研修会風景

①ビデオ解説 : 南海トラフ地震・津波
②航空写真でのハザードマップ解説
③消火器による初期消火体験
④煙・暗闇の中での避難体験
⑤浸水車両からの脱出体験

⑥ロープの様々な結び方
⑦浸水道路での歩行体験
⑧避難袋の携行品選びと重量
⑨災害用伝言ダイヤルのかけ方
⑩消防本部見学 : 司令室・備蓄倉庫・免震構造

参加者
の声…

　今年度は12保険者（鈴鹿市、名張市、尾鷲市、熊野市、伊賀市、玉城町、度会町、御浜町、紀宝町、
大紀町、南伊勢町、紀北町）で実施し、12名の会員にご支援いただいています

令和６年度国保連合会事業支援を終えて
【特定健診等適正受診促進事業】

初めまして、新しく入会させて頂きま
した竹谷と申します。
今回、8月20日（火）大紀町（阿曽
集会所）にて健診事業の支援を行いまし
た。約18名の参加者に対し、3名の保
健師で実施しました。大紀町は、三重
県内でもトップクラスの人工透析率と言
われ、背景には漁師町ならではの塩分

が多い食生活が少なからず影響している事を知りました。幸

い、問診では該当する方は少なかったですが、土地柄、非該
当であった方でも糖尿病等のリスクは考えておかなければいけ
ないと感じました。
今回、未経験で初めての参加でしたが、町の保健師の方か
ら、地域特性に合わせた保健指導の方法をたくさん学ぶ事が
出来ました。
まだまだ、未熟ではありますが今回教えて頂いた事を次回
にも活かしていきたいです。

竹谷　友希　

支援保健師の声
…

大紀町では初回分割を開始する前から、集団健診会場で結
果相談会のようなものを実施しておりましたので、初回分割
の実施については、抵抗なくスムーズに早い段階から取り入れ
ておりました。ただすべての受診者の階層化を健診会場で実
施し、初回分割を実施するには専門職のマンパワーが足りず、
令和4年度から「三重県在宅保健師の会を活用した支援」で
在宅保健師の派遣をお願いさせていただいておりました。
今年度も8月・9月の延べ7会場の集団特定健診会場に、
延べ7名実3名（1会場1名）の在宅保健師を派遣していた
だきました。その中で初めてご支援を受けた竹谷保健師はこ
れまで看護師のキャリアが長く、保健師の仕事に興味を持た

れて大紀町に来ていただきました。大紀町民の人柄や地域性
を知り、「大紀町で保健師の仕事が出来て大変よかった」と
言っていただきました。
今年度より初回分割以外にもアルブミン定量検査事業対象
者への初回保健指導を実施したため、更にマンパワーと専門
職のスキルが必要となり、ベテランの在宅保健師のご支援・
ご指導は大変ありがたく、この場をお借りして感謝申し上げま
す。今後も引き続き、大紀町国民健康保険の保健事業への
ご支援・ご協力よろしくお願い申し上げます。

大紀町役場 住民課 保健師　山口　尚子　

保険者の声…

この日は（12月14日）、寒くて風が
強く串本のロケット発射も中止になる天
候で、1人参加してくれればいいのでは
と思う中、数人の人が参加されました。
私は2人の女性を担当し、相談にのり
ましたが、ビックリした事に2人共、健
康手帳を持参し毎日血圧値を記入し、

運動も町が主催する行事には、積極的に参加されていました。
食事に関することは誘惑に負けるからと出来る事から一緒に考
えるもアッという間の楽しい時間でした。ここまでになるには、
スタッフ皆の協力・努力の基と感心致します。笑顔と気配りと
有難かったです。

二村　恵美子　

支援保健師の声
…

御浜町では、集団での特定健康診査実施後のフォロー体制
として、健診結果の説明会を行っています。参加者は実施時
期や会場によって異なりますが、大体15名程来ていただいて
います。
事業の実施にあたっては「三重県在宅保健師の会を活用し
た支援」を活用させていただき、７月から2月までの間に計
5回、在宅保健師の方に事業実施の支援をしてもらっていま
す。健診結果をお渡しする際に、結果を住民さんと一緒に見
てもらい、検査項目の内容や数値について、さらに生活改善

に必要なことなどのアドバイスをしていただいています。経験
豊かな保健師からのアドバイスは何より説得力があり、スタッ
フにとっても、これまでの経験を聞かせてもらうことで、保健
指導の幅を広げることができ、とても勉強になることが多い
です。
これからもこのような事業を通じ、在宅保健師の方のお力
を貸していただけるとありがたいです。今後ともどうぞよろし
くお願いします。

御浜町役場 住民課 保健師　古根川　幸　

保険者の声…

集合写真 ③消火器による初期消火体験 ⑦浸水道路での歩行体験
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令和6年9月25日（水）、伊勢市防災センターにて視察研修を実施し、9名の会員に参加して
いただきました。

視察研修では、大変貴重な内容について職員
より丁寧な説明をしていただきました。　
防災センターの3階は各ゾーンごとに分かれて
いて、マップの検索や映像、消火や煙の中の避
難を体験しました。
映像では、東南海トラフ巨大地震、東北の地
震・津波被害の状況を見たとき、夫と阪神大震
災のボランティアに行ったときの波打った道路・
ビルの倒壊・火災の後などが浮かび胸が苦しく
なりました。
消火器の初期消火体験では、まず「火事だー」
と叫び、消火器のピンを外し、ノズルを向けて
レバーを握って消火すること、また、煙・暗闇
の中での避難体験では、方向が分からず難し

かったです。
車が水に浸かった時の避難では、後輪が浮くと

ドアが開けやすくなること、ドアガラスを割るには
ヘッドレストを引き抜き、割る方法を学びました。
避難するときの持ち物の重さは男性の場合15
㎏以下、女性は10㎏以下位がよいと聞き、さっ
そく我が家の避難用リュックを計ると10㎏と7
㎏でした。家具等の固定は市の補助を使い冷蔵
庫、テレビも固定をしています。
家は、海抜2～3メートルの場所で地震や津
波、川の氾濫が心配です。備えをしっかりし、
学んだことを地域の方にも伝えたいと思います。
ありがとうございました。

和田　憲子　

視察研修では、10種に及ぶ体験学習をさせ
て頂き、火事・水害・地震と多面的に防災の知
識を学ぶことが出来ました。
中でも、煙が充満する真っ暗な部屋での避難
体験は、貴重な経験となりました。迷路あり段
差ありで、一種のゲームのような楽しさもありつ
つ、実際の火事現場はこんな感じなのか、とい
うリアリティに背筋をゾクッとさせられました。

煙を吸わないよう、低い姿勢で逃げるのが正し
い避難方法ですが、実際にそのような部屋に放
り込まれると、手探りで転ばないように歩くだけ
で必死でした。
また、消防署の仕事現場や免震構造を見学出
来たのも、視察研修ならではの学びでした。

津田　真理　

令和６年度 視察研修

研修会風景

①ビデオ解説 : 南海トラフ地震・津波
②航空写真でのハザードマップ解説
③消火器による初期消火体験
④煙・暗闇の中での避難体験
⑤浸水車両からの脱出体験

⑥ロープの様々な結び方
⑦浸水道路での歩行体験
⑧避難袋の携行品選びと重量
⑨災害用伝言ダイヤルのかけ方
⑩消防本部見学 : 司令室・備蓄倉庫・免震構造
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大紀町、南伊勢町、紀北町）で実施し、12名の会員にご支援いただいています

令和６年度国保連合会事業支援を終えて
【特定健診等適正受診促進事業】

初めまして、新しく入会させて頂きま
した竹谷と申します。
今回、8月20日（火）大紀町（阿曽
集会所）にて健診事業の支援を行いまし
た。約18名の参加者に対し、3名の保
健師で実施しました。大紀町は、三重
県内でもトップクラスの人工透析率と言
われ、背景には漁師町ならではの塩分

が多い食生活が少なからず影響している事を知りました。幸

い、問診では該当する方は少なかったですが、土地柄、非該
当であった方でも糖尿病等のリスクは考えておかなければいけ
ないと感じました。
今回、未経験で初めての参加でしたが、町の保健師の方か
ら、地域特性に合わせた保健指導の方法をたくさん学ぶ事が
出来ました。
まだまだ、未熟ではありますが今回教えて頂いた事を次回
にも活かしていきたいです。

竹谷　友希　

支援保健師の声
…

大紀町では初回分割を開始する前から、集団健診会場で結
果相談会のようなものを実施しておりましたので、初回分割
の実施については、抵抗なくスムーズに早い段階から取り入れ
ておりました。ただすべての受診者の階層化を健診会場で実
施し、初回分割を実施するには専門職のマンパワーが足りず、
令和4年度から「三重県在宅保健師の会を活用した支援」で
在宅保健師の派遣をお願いさせていただいておりました。
今年度も8月・9月の延べ7会場の集団特定健診会場に、
延べ7名実3名（1会場1名）の在宅保健師を派遣していた
だきました。その中で初めてご支援を受けた竹谷保健師はこ
れまで看護師のキャリアが長く、保健師の仕事に興味を持た

れて大紀町に来ていただきました。大紀町民の人柄や地域性
を知り、「大紀町で保健師の仕事が出来て大変よかった」と
言っていただきました。
今年度より初回分割以外にもアルブミン定量検査事業対象
者への初回保健指導を実施したため、更にマンパワーと専門
職のスキルが必要となり、ベテランの在宅保健師のご支援・
ご指導は大変ありがたく、この場をお借りして感謝申し上げま
す。今後も引き続き、大紀町国民健康保険の保健事業への
ご支援・ご協力よろしくお願い申し上げます。

大紀町役場 住民課 保健師　山口　尚子　

保険者の声…

この日は（12月14日）、寒くて風が
強く串本のロケット発射も中止になる天
候で、1人参加してくれればいいのでは
と思う中、数人の人が参加されました。
私は2人の女性を担当し、相談にのり
ましたが、ビックリした事に2人共、健
康手帳を持参し毎日血圧値を記入し、

運動も町が主催する行事には、積極的に参加されていました。
食事に関することは誘惑に負けるからと出来る事から一緒に考
えるもアッという間の楽しい時間でした。ここまでになるには、
スタッフ皆の協力・努力の基と感心致します。笑顔と気配りと
有難かったです。

二村　恵美子　

支援保健師の声
…

御浜町では、集団での特定健康診査実施後のフォロー体制
として、健診結果の説明会を行っています。参加者は実施時
期や会場によって異なりますが、大体15名程来ていただいて
います。
事業の実施にあたっては「三重県在宅保健師の会を活用し
た支援」を活用させていただき、７月から2月までの間に計
5回、在宅保健師の方に事業実施の支援をしてもらっていま
す。健診結果をお渡しする際に、結果を住民さんと一緒に見
てもらい、検査項目の内容や数値について、さらに生活改善

に必要なことなどのアドバイスをしていただいています。経験
豊かな保健師からのアドバイスは何より説得力があり、スタッ
フにとっても、これまでの経験を聞かせてもらうことで、保健
指導の幅を広げることができ、とても勉強になることが多い
です。
これからもこのような事業を通じ、在宅保健師の方のお力
を貸していただけるとありがたいです。今後ともどうぞよろし
くお願いします。

御浜町役場 住民課 保健師　古根川　幸　

保険者の声…

集合写真 ③消火器による初期消火体験 ⑦浸水道路での歩行体験
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事務局
〒514-8553  津市桜橋2丁目96番地 三重県自治会館内 三重県国民健康保険団体連合会 保健介護福祉課健康づくり係
　　　　　 TEL　059ー228ー9153　　FAX　059ー228ー5319
　　　　E-mail hokenkaigo@kokuhoren-mie.or.jp　　https://www.kokuhoren-mie.or.jp/

ひまわりの会は、研修会の開催や国保連合会が行う県内各市町保険者への保健事
業支援に協力しています。
お近くに在宅で活動してみえる方や、退職された方がいらっしゃ
いましたら、ぜひお誘いください。お問い合わせや、ご入会希望の
方は事務局（国保連合会保健介護福祉課健康づくり係）までお知ら
せください。

募集しています！！募集しています！！新会員

　
二
〇
二
五
年
は
、

巳
年
で
す
。
巳
は
、

脱
皮
す
る
習
性
が

あ
る
こ
と
か
ら
変

化
や
成
長
の
象
徴

と
さ
れ
、
人
生
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
の

移
行
と
い
う
意
味
合
い
を
持
つ
年
と
も
い

わ
れ
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
飛
躍

の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
し
て
い
ま

す
。

　
昨
年
七
月
、
二
十
年
ぶ
り
に
新
紙
幣
が

発
行
さ
れ
明
治
時
代
を
中
心
に
活
躍
し
た

偉
人
三
名
が
肖
像
に
な
り
ま
し
た
。
新
五

千
円
札
は
、
女
性
の
地
位
向
上
に
尽
力
し
、

自
立
し
た
女
性
の
た
め
女
子
教
育
に
身
を

捧
げ
た
津
田
塾
大
学
創
設
者
の
津
田
梅
子

で
す
。
わ
ず
か
六
歳
で
日
本
最
初
の
女
子

留
学
生
と
し
て
渡
米
し
、
十
七
歳
で
帰
国

後
、
英
語
力
だ
け
で
な
い
「
オ
ー
ル
ラ
ウ

ン
ド
な
女
性
」
に
な
る
よ
う
促
し
ま
し
た
。

教
育
の
力
を
信
じ
、
男
女
平
等
の
理
想
を

掲
げ
続
け
、「
日
本
の
女
性
が
よ
り
良
い

教
育
を
受
け
ら
れ
る
日
が
、
近
い
将
来
に

来
ま
す
よ
う
に
」、
一
〇
七
年
前
の
卒
業

生
へ
の
最
後
の
告
辞
で
す
。
今
回
、
津
田

梅
子
の
資
料
か
ら
、
自
分
を
大
切
に
し
て

物
事
を
根
本
的
に
考
え
、
何
事
も
諦
め
な

い
と
い
う
生
き
方
に
大
変
感
動
し
ま
し

た
。

　
会
員
の
皆
様
は
、
保
健
師
に
求
め
ら
れ

る
役
割
と
機
能
を
「
み
る
・
つ
な
ぐ
・
動

か
す
」
と
い
う
視
点
で
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
で
評
価
し
、
地
域
保
健
事
業
の
ス
ク

ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
を
実
践
さ
れ
て
き
た
ベ

テ
ラ
ン
で
す
。
一
人
一
人
が
そ
の
力
を
市

町
等
支
援
に
生
か
し
て
、
豊
か
な
社
会
を

作
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
最
後
に
、
国
保
連
合
会
事
務
局
に
は
、

全
面
的
な
ご
支
援

に
感
謝
致
し
ま
す

と
と
も
に
、
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

令和７年度
三重県在宅保健師の会（ひまわりの会）
総会・第１回研修会のご案内

日　時：令和７年4月23日（水）
　　　　13：15～15：30
場　所：三重県自治会館４階 第２・３研修室
　　　　（津市桜橋２丁目９６番地）
内　容：総会、講演

※詳細は別途案内文書を送付しますので、是非ご参加ください

三
重
県
在
宅
保
健
師
の
会

会

　長

　

  

明
石

　悦
子

会
長
挨
拶

　令和６年度実施の事業には、多くの会員の方にご支援いただき、誠にありがとうござい
ました。来年度は、次のとおり保健事業を予定しております。どうぞご協力の程よろしく
お願いいたします。

健康まつり
イベント支援事業

三重県在宅保健師の会を活用した支援

特定健診等
受診促進事業

高齢者の保健事業と
介護予防の

一体的実施支援事業

令和７年度国保連合会事業にご協力を！

編

集

室

大
好
き
な
祖
母
が
脳
梗
塞
で
救
急
搬
送
さ

れ
、
入
院
中
で
す
。
腸
閉
塞
、
誤
嚥
性
肺
炎

を
併
発
し
、
二
度
の
緊
急
手
術
を
乗
り
越
え

ま
し
た
。ま
た
、義
祖
母
は
癌
で
入
院
中
で
す
。

モ
ル
ヒ
ネ
を
使
用
し
て
も
痛
い
痛
い
と
う
め

き
ま
す
。こ
れ
を
機
に
、死
と
は
？
命
と
は
？
、

改
め
て
意
識
が
向
い
て
、
関
連
す
る
書
物
を

読
み
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、
生
き
て
い
る
こ

の
時
間
と
、
こ
の
体
を
大
切
に
し
た
い
と
強

く
思
い
ま
す
。
そ
の
具
体
的
な
方
法
の
ひ
と

つ
は
、『
身
近
な
家
族
に
優
し
く
す
る
こ
と
』

で
す
。
日
々
の
暮
ら
し

が
気
持
ち
よ
く
、
ご
飯

が
美
味
し
く
な
り
ま
し

た
。
成
長
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
感
謝
で
す
。

斉
藤
　
由
起
子
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